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江府町の人口

（9月30日現在）

世帯数1封0世帯
人　口　4即2人
（前月比　3人増）
（男）
（女）

出　生
（男）

（女）
転　入

（男）

（女）
転　出

（男）

（女）
死　亡

（男）

（女）

▲2キロコースを力走

一
二
〇
人
が
力
走

江
府
町
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

〝
自
分
の
健
康
は
、
自
分
で
作
ろ
う
″
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
十
月
十
九
日
、
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
俣

野
川
発
電
所
ダ
ム
湖
畔
で
開
か
れ
ま
し
た
。

ダ
ム
湖
を
半
周
す
る
町
道
池
ノ
内
湖
岸
線
は
、
全

長
約
四
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
。
緑
の
自
然
に
囲
ま
れ

て
マ
ラ
ソ
ン
に
は
、
か
っ
こ
う
の
コ
ー
ス
に
在
っ
て

い
ま
す
。

大
会
は
、
体
力
に
合
わ
せ
、
二
㌔
、
三
㌔
、
四
㌔

コ
ー
ス
に
分
け
て
行
わ
れ
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん

に
手
を
引
か
れ
た
チ
ビ
ソ
コ
か
ら
お
年
よ
り
ま
で
約

一
二
〇
人
が
参
加
し
、
体
い
っ
ぱ
い
高
原
の
さ
わ
や

か
な
空
気
を
あ
び
な
が
ら
力
走
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を

満
喫
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
と
き
お
り
雨
も
降
り
、
肌
寒
い
一
日

と
な
り
ま
し
た
が
、
走
り
終
え
る
と
ゴ
ー
ル
に
準
備

さ
れ
た
温
か
い
み
そ
汁
を
味
わ
い
な
が
ら
、
全
員
が

完
走
の
喜
び
に
ひ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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・
9
月
町
議
会
定
例
会
・

補
正
予
算
な
ど
十
議
案
を
可
決
承
認

九
月
定
例
町
議
会
は
、
九
月
二
十
五
日
か
ら
五
日
間
の
会
期
で

ひ
ら
か
れ
、
町
長
提
出
の
全
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

議
決
さ
れ
た
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

町　　報江　　府第202号

∇
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退
職

報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
集
例

の
一
部
改
正

「
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償

等
共
済
基
金
法
施
行
令
」
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
江
府
町
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
、

退
職
報
償
金
の
支
給
額
の
引
き
上

げ
を
行
う
も
の
で
す
。

∇
簡
易
水
道
等
施
設
の
設
置
並
び

に
給
水
に
関
す
る
集
例
の
一
部

改
正

昭
和
六
十
年
度
に
お
い
て
、
地

域
農
業
拠
点
整
備
事
業
の
一
環
と

し
て
実
施
し
た
栗
尾
地
区
簡
易
給

水
施
設
に
つ
い
て
、
本
年
二
月
か

ら
試
験
給
水
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
こ
の
た
び
受
益
者
間
で
水
道

料
金
の
協
議
が
整
い
、
江
府
町
条

例
に
基
づ
く
給
水
区
域
に
編
入
す

る
も
の
で
す
。

∇
財
産
の
取
得

昭
和
六
十
一
年
度
建
設
機
械
整

備
事
業
と
し
て
、
除
雪
機
械
を
購

入
す
る
た
め
、
動
産
の
取
得
に
つ

い
て
議
会
の
議
決
を
得
る
も
の
で

す
。

∇
昭
和
六
十
年
度
臭
大
山
国
民
宿

舎
山
荘
甘
酒
茶
屋
運
営
事
業
会

計
決
算
認
定

決
算
総
額
は
、
事
業
収
益
一

億
二
、
七
八
三
万
五
、
七
一
七
円

三
、
六
六
〇
万
円
、
資
本
的
支
出
決

算
額
は
、
五
、
七
〇
四
万
二
、
〇
七

五
円
で
、
こ
れ
は
、
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

青
嵐
を
建
設
し
た
も
の
で
あ
り
、
不

足
額
二
、
〇
四
四
万
二
、
〇
七
五
円

は
、
前
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資

金
で
補
て
ん
し
た
も
の
で
す
。

∇
昭
和
六
十
年
度
索
道
運
営
事
業

会
計
決
算

決
算
総
額
は
、
事
業
収
益
　
五
、

四
三
一
万
八
、
三
九
〇
円

内
訳

営
業
収
益
五
、
三
芳
一
、
〇
四
胃

営
業
外
収
益
一
宍
万
一
一
言
昌
円

内
訳

営
業
収
益
　
面
二
、
至
五
万
八
、
〇
由
円

営
業
外
収
益
　
一
書
万
雪
空
胃

事
業
費
用
一
億
二
、
二
五
万

一
、
三
六
四
円
で
、
純
利
益
金
は
、

六
六
八
万
四
、
三
五
三
円
と
な
り

ま
す
。

ま
た
、
資
本
的
収
入
決
算
額
は
、

⑳

事
業
費
用
四
、
四
七
五
万
一
、
一

八
六
円
で
純
利
益
九
五
六
万
七
、

二
〇
四
円
と
を
り
ま
す
。

ま
た
、
資
本
的
支
出
決
算
額
は
、

一
、
七
三
〇
万
円
で
、
こ
れ
は
、

債
務
償
還
金
で
あ
り
、
前
年
度
分

損
益
勘
定
留
保
資
金
を
も
っ
て
、

補
て
ん
し
た
も
の
で
す
。

∇
昭
和
六
十
一
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
三
号
）

既
定
の
予
算
額
に
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
、
一
、
八
一
〇
万
二
千

円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
を
二

〇
億
五
、
六
九
〇
万
三
千
円
と
し

ま
し
た
。

補
正
の
主
を
内
容
は
、
総
務
管

理
費
、
同
和
対
策
事
業
費
、
清
掃

費
、
自
然
休
養
村
施
設
管
理
費
、

道
路
維
持
費
、
道
路
新
設
改
良
費
、

埋
蔵
文
化
財
発
掘
費
等
で
あ
り
、
こ

の
財
源
と
し
て
、
地
方
交
付
税
、

国
庫
支
出
金
、
諸
収
入
等
を
充
当

し
て
予
算
を
編
成
す
る
も
の
で
す
。

∇
昭
和
六
十
一
年
度
奥
大
山
国
民

宿
舎
山
荘
甘
酒
茶
屋
運
営
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
三
三

収
益
的
収
入
及
び
支
出
の
う
ち

営
業
費
用
の
既
定
額
に
二
九
八
万

六
千
円
を
増
額
し
、
総
額
一
億
四
、

八
一
九
万
五
千
円
と
し
ま
し
た
。

補
正
の
主
な
内
容
は
、
職
員
の

人
件
費
並
び
に
他
会
計
へ
の
負
担

金
で
、
こ
の
財
源
と
し
て
予
備
費

を
減
額
充
当
し
て
予
算
を
編
成
す

る
も
の
で
す
。

∇
昭
和
六
十
一
年
度
索
道
運
営
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
二
三

収
益
的
収
入
及
び
支
出
の
う
ち

営
業
費
用
の
既
定
額
に
四
二
八
万

円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を
四
、
四

〇
六
万
九
千
円
と
し
ま
し
た
。

補
正
の
内
容
は
、
他
会
計
へ
の

負
担
金
で
、
こ
の
財
源
と
し
て
予

備
費
を
減
額
充
当
し
て
予
算
を
編

成
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
資
本
的
収
入
及
び
支
出

惨

町
長
日
誌

＊

　

8

　

　

日

＝

1
日
鹿
　
町
婦
人
大
会
、
役
場
O

B
会
、
中
国
電
力
俣
野

川
発
電
所
建
設
所
所
長

来
庁

2
日
闇
　
神
奈
川
水
力
発
電
委
員

会
、
防
火
の
集
い

4
日
㈲
　
在
勤
、
洲
河
崎
部
落
役

員
来
庁

5
日
㈹
　
米
子
図
書
館
協
議
会
、

「
ふ
る
さ
と
日
南
邑
」

農
林
業
体
験
実
習
館
完

成
式
、
宮
市
水
道
委
員

来
庁

6
日
0
0
　
町
議
会
臨
時
会
、
県
農

林
部
次
長
来
庁

7
日
㈱
　
財
務
行
政
懇
談
会
、
県

農
林
水
産
部
長
来
庁

8
日
也
　
鳥
取
・
岡
山
県
境
開
発

促
進
協
議
会
総
会
並
び

に
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
岡

山
県
）

9
日
出
　
商
工
会
わ
く
わ
く
会

1
1
日
㈱
　
西
部
町
村
会
定
例
会
、

大
山
農
地
開
発
局
長
来

庁
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の
既
定
額
に
三
五
〇
万
円
を
増
額

し
、
二
、
三
八
〇
万
円
と
し
ま
し
た
。

補
正
の
内
容
は
、
施
設
整
備
費

で
あ
り
、
こ
の
財
源
と
し
て
、
留

保
資
金
繰
入
金
の
既
定
額
二
、
〇

三
〇
万
円
に
三
五
〇
万
円
を
増
額

し
て
予
算
を
編
成
す
る
も
の
で
す
。

∇
昭
和
六
十
一
年
米
沢
財
産
区
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
言
三

既
定
の
予
算
額
に
、
二
、
四
九

七
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
、
五
九
六

万
円
と
し
ま
し
た
。

⑳

補
正
の
内
容
は
、
下
蚊
屋
ダ
ム

建
設
用
地
及
び
関
連
用
地
の
売
却

に
よ
る
も
の
で
、
財
産
の
処
分
に

つ
い
て
は
、
昭
和
六
十
一
年
三
月

の
議
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ
た
も

の
で
す
。

教
育
委
員
に

影
山
猛
さ
ん

九
月
三
十
日
付
で
任
期
満
了
と

怒
る
教
育
委
員
河
本
臭
道
氏
の
後

任
と
し
て
、
影
山
猛
さ
ん
（
洲
河

崎
）
が
選
任
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

・
町
長
の
行
政
報
告

（
九
月
町
議
会
定
例
会
か
ら
）

二五二、十調

▲祝福をうけられる下村矛雄さんご夫妻

総
　
務

八
月
二
十
七
日
、
山
陰
中
央
新

報
社
の
主
催
に
よ
り
、
俣
野
川
発

電
運
転
開
始
に
伴
う
今
後
の
振
興

に
つ
い
て
、
知
事
、
米
子
市
長
、

経
済
界
代
表
、
山
陰
中
央
新
報
社

社
長
、
中
国
電
力
重
役
、
町
長
で

懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

自
治
功
労
に
よ
り
、
春
の
叙
勲

（
勲
六
等
単
光
旭
日
章
）
を
受
け

ら
れ
た
下
村
矛
雄
㍉
の
受
章
祝
賀

会
を
九
月
十
三
日
、
土
井
之
内
会

館
で
開
催
、
町
議
会
議
員
を
は
じ

め
、
各
種
団
体
代
表
者
な
ど
二

〇
名
の
協
賛
者
が
出
席
し
て
、
そ

の
栄
誉
を
た
た
え
ま
し
た
。

民

　

生

七
月
二
十
九
日
、
鳥
取
県
庁
で

開
か
れ
た
国
民
健
康
保
険
団
体
連

合
会
臨
時
総
会
で
江
府
町
が
優
良

団
体
と
し
て
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

個
人
の
部
で
は
、
担
当
職
員
と

し
て
桧
原
良
枝
係
長
、
ま
た
国
保

運
営
協
議
会
委
員
と
し
て
、
佐
伯

良
人
さ
ん
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま

し
た
。

農

　

林

八
月
二
十
七
日
、
郡
共
進
会
が

行
わ
れ
、
江
府
町
畜
産
品
評
会
で

選
ば
れ
た
六
頭
を
出
品
。
成
績
は

次
の
と
お
り
で
す
。
ま
た
、
こ
の

中
か
ら
細
田
和
三
、
新
見
一
郎
氏

所
有
の
牛
二
頭
は
、
十
月
四
日
、

五
日
の
県
共
進
会
に
出
品
さ
れ
ま

す
。

〇
一
等
貴
（
岬
：
昭
和
六
十
年
描
浩
酬
い
）

あ
き
号
　
細
田
和
三
（
江
尾
）

ひ
の
で
4
の
2
号

新
見
一
郎
（
袋
原
）

さ
ゆ
り
号

佐
々
木
卓
（
洲
河
崎
）

⑳
〇
一
等
賞
（
攣
由
慧
諾
鰭
補
訂
糾
）

ひ
め
ざ
く
ら
号

妹
尾
　
章
（
西
成
）

〇
二
等
貴
（
空

き
く
し
げ
号小

椋
政
幸
（
下
蚊
屋
）

さ
く
ら
六
号森

田
地
男
（
貝
田
）

建

　

設

八
月
二
十
九
日
、
建
設
省
所
管

第
三
課
会
計
検
査
員
に
よ
る
検
査

が
行
わ
れ
、
江
府
町
は
、
昭
和
六

十
年
度
二
級
町
道
江
尾
久
連
大
谷

線
久
連
橋
歩
道
橋
架
設
工
事
に
つ

い
て
、
書
類
検
査
及
び
現
地
検
査

を
受
け
ま
し
た
。

教

　

育

俣
野
塚
原
地
内
で
発
見
さ
れ
た

「
北
谷
ヒ
ナ
横
穴
郡
」
の
発
掘
調

査
が
八
月
三
十
一
日
付
で
完
了
し

ま
し
た
。

一
～
四
号
ま
で
の
こ
の
横
穴
墓

か
ら
は
、
遺
骨
二
十
体
以
上
、
鉄

刀
二
本
、
刀
子
五
本
、
耳
環
六
ケ
、

ま
が
玉
一
ケ
、
管
玉
三
ケ
、
土
器

三
十
一
ケ
等
の
出
度
品
も
発
掘
さ

れ
、
教
育
委
員
会
、
県
埋
蔵
文
化

財
セ
ン
タ
ー
の
調
査
に
よ
り
、
約

一
、
四
〇
〇
年
前
の
も
の
と
推
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

1
2
日
㈹

1
3
日
㈹

1
6
日
出

2
2
日
働

2
3
日
出

2
5
日
㈲

2
6
日
㈹

水
田
転
作
会
議
、
十
七

夜
踊
保
存
会
打
合
せ
、

環
境
庁
長
官
懇
親
会

（
米
子
市
）

国
立
公
園
大
山
指
定
五

〇
周
年
記
念
式
典
（
大

山
町
）

俣
野
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
総
会
、
町
外
弔
問
、

江
尾
十
七
夜
前
夜
祭
、

江
尾
十
七
夜

在
勤
、
町
外
葬
儀

在
勤
、
県
土
地
改
良
協

会
会
長
・
町
農
業
委
員

会
会
長
来
庁

武
庫
地
内
土
地
流
出
現

場
調
査

西
部
地
区
同
和
協
議
会

県
外
視
察
（
奈
良
県
）

行
政
対
談
打
合
せ

建
設
・
農
林
・
民
生
関

係
人
札
、
県
剣
道
大
会

打
合
せ

壮
年
野
球
大
会
開
会
式

日
野
郡
議
会
議
員
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
（
日
野

町
）

山
陰
中
央
新
報
社
主
催

行
政
対
談

転
作
関
係
区
長
会
、
大
山

山
ろ
く
農
地
開
発
局
長
・

武
庫
部
落
役
員
来
庁
、

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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過
疎
バ
ス
を
考
え
よ
う

ー
米
沢
線
・
貝
田
線
に
代
替
バ
ス
運
行
－

十
月
一
日
か
ら
米
沢
線
・
貝
田
線
を
路
線
バ
ス
運
行
か
ら
バ
ス
会
社
へ
委
託
し
て
代
替
バ
ス
を

運
行
す
る
こ
と
に
な
り
、
十
月
六
日
江
尾
駅
前
駐
車
場
で
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

過
疎
地
に
お
け
る
バ
ス
路
線
は
町
村
の
多
額
の
負
担
を
も
っ
て
維
持
さ
れ
て
お
り
、
行
政
上
の

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

過
疎
パ
ス
…
こ
れ
は
、
マ
イ
カ
ー
が
年
々
増
加
し
、
住
民
の
バ
ス
利
用
が
急
激
に
減
っ
た
た
め
、

起
っ
た
現
像
で
す
。
も
し
、
町
内
の
バ
ス
路
線
が
全
て
廃
止
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
た
ら
私

た
ち
の
生
活
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
。
過
疎
バ
ス
に
つ
い
て
も
う
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

□　過疎バス補助金の推移

▲テープカットを行う高木日ノ丸自動車㈱社長、井上町長、加藤江府中学校長

日
ノ
丸
自
動
車
が
多
額
の
赤
字

を
か
か
え
、
再
建
策
に
赤
字
路
線

廃
止
案
を
出
し
た
の
が
昭
和
五
十

一
年
…
お
年
よ
り
や
子
供
た
ち
を

は
じ
め
、
通
学
、
通
勤
に
車
を
も

た
な
い
人
た
ち
の
暮
ら
し
の
足
を

守
ろ
う
と
、
町
で
は
国
・
県
の
補
助

制
度
の
活
用
、
運
行
回
数
の
見
直

し
ダ
イ
ヤ
改
正
と
積
極
的
に
対
策

を
講
じ
て
き
ま
し
た
が
、
バ
ス
利

用
者
は
減
少
の
一
途
を
た
ど
り
、

現
在
の
バ
ス
路
線
維
持
が
困
難
を

状
態
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

＊
補
助
制
度
と
は

補
助
の
対
象
と
な
る
路
線
は
、

平
均
乗
車
密
度
で
決
め
ら
れ
、
第

一
種
生
活
路
線
（
十
五
人
以
上
の

52　53　54　55　56　57　58　59　60（年）

路
線
）
、
第
二
種
生
活
路
線
（
五

人
以
上
十
五
人
未
満
の
路
線
）
、

第
三
種
生
活
路
線
（
五
人
未
満
の

路
線
）
と
分
か
れ
、
こ
の
内
第
二

種
生
活
路
線
と
第
三
種
生
活
路
線

が
国
・
県
・
町
の
補
助
金
に
よ
っ

て
運
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。補

助
金
の
し
く
み
は
、
別
表
の

と
お
り
で
、
第
二
種
生
活
路
線
は

バ
ス
運
行
収
益
が
経
常
費
用
の
2
7

以
上
で
あ
れ
ば
す
べ
て
国
・
県
が

負
担
、
2
7
未
満
の
場
合
は
、
経
常

費
用
の
せ
づ
つ
を
国
・
県
が
負
抱

し
、
そ
の
残
り
　
（
ユ
6
が
限
度
額
）

を
町
が
支
払
い
ま
す
。
第
三
種
生

活
路
線
は
、
経
常
費
用
の
1
一
2
を
町

⑳

壮
年
野
球
大
会
閉
会
式

29
日
働
建
設
事
業
関
係
会
計
検

査
、
議
会
議
員
研
修
会

並
び
に
自
治
功
労
者
表

彰
式
（
米
子
市
）

3130

日　日

（日圧1二）

在
　
勤

県
剣
道
選
手
権
大
会

町
民
野
球
大
会
開
会
式

＊
　
9
　
　
月

1
日
㈲
　
南
山
会

2
日
㈹
　
日
野
町
江
府
町
日
南
町

衛
生
施
設
組
合
議
会
定

例
会
、
商
工
会
金
融
懇

談
会

3
日
0
0
　
兵
庫
県
出
張

（
教
育
委
員
、
校
長
会

県
外
視
察
）

7　　　6　5　　　4

日　　日　日　　日

（印　（土）（斜　　休）

東
京
出
張

（
農
業
委
員
会
視
察
）

日
野
郡
町
村
職
員
球
技

大
会

江
府
中
学
校
運
動
会

西
部
地
協
青
年
部
野
球

大
会

8
日
㈲
下
蚊
屋
ダ
ム
関
係
会
議

武
庫
部
落
役
員
来
庁

9
日
㈹
農
協
和
牛
部
総
会

10
日
㈱
西
部
町
村
職
員
球
技
大

会
（
溝
口
町
）
、
県
耕

地
課
長
来
庁

1
1
日
㈱
民
生
委
員
推
せ
ん
会

Soumu
四角形

Soumu
楕円
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が
負
担
し
、
国
・
県
が
1
一
4
ず
つ
支

払
い
ま
す
が
、
第
三
種
の
国
・
県

の
補
肋
金
は
三
年
を
経
過
す
る
と

打
ち
切
り
と
な
り
、
運
行
を
維
持

す
る
た
め
に
は
町
が
経
常
費
用
の

全
額
を
負
担
し
て
い
か
を
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。

＊
町
内
バ
ス
路
線
の
現
状

ま
●
：
：
●

江
府
町
は
、
江
尾
駅
を
発
着
す

る
五
路
線
の
内
、
米
沢
線
、
（
乗
車

密
度
四
・
三
人
）
貝
田
線
、
（
乗
車

密
度
三
・
九
人
）
大
河
線
、
（
乗
車

密
度
四
・
八
人
）
が
第
三
種
生
活

路
線
で
、
．
六
十
年
度
に
は
、
こ
の

三
路
線
が
、
補
助
打
ち
き
り
と
な

り
三
路
線
で
、
約
一
千
万
円
も
の

⑳

負
担
金
を
支
払
っ
て
い
ま
す
。
今

年
米
沢
線
（
鏡
ケ
成
）
が
第
三
種

生
活
路
線
三
年
目
で
二
種
路
線
に

格
上
げ
に
な
ら
な
い
限
り
補
助
打

ち
切
り
の
対
象
と
在
り
、
こ
の
ま

ま
の
路
線
を
町
の
負
担
だ
け
で
維

持
し
て
い
く
の
は
困
難
に
在
っ
て

き
ま
す
。

＊
路
線
バ
ス
か
ら

代
替
バ
ス
へ

こ
の
よ
う
な
現
状
の
な
か
で
何

と
か
存
続
し
て
い
か
な
く
て
は
と

検
討
さ
れ
た
の
が
十
月
一
日
か
ら

の
代
替
バ
ス
の
運
行
で
す
。

代
替
バ
ス
は
、
運
賃
、
停
留
所

運
行
ダ
イ
ヤ
な
ど
は
従
来
と
同
じ

で
す
が
、
そ
の
路
線
を
独
立
採
算

的
に
経
営
す
る
も
の
で
、
町
が
バ

ス
を
購
入
し
、
バ
ス
会
社
に
業
務

を
委
託
し
ま
す
。
町
で
は
、
こ
の

た
め
、
五
十
五
人
乗
り
を
一
台
と

経
費
節
減
の
た
め
二
十
九
人
乗
り

の
小
型
バ
ス
を
一
台
購
入
（
国
・
県

が
経
費
の
号
を
補
助
）
、
米
沢
線
、

貝
田
線
に
充
当
し
て
い
ま
す
。
代

替
バ
ス
の
運
行
で
バ
ス
路
線
維
持

費
は
、
昨
年
度
の
一
、
二
〇
〇
万
円

よ
り
百
万
円
減
少
し
、
更
に
六
十

二
年
度
に
は
半
額
程
度
に
な
る
見

込
み
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
代
替
バ
ス
の
運

行
経
費
は
、
町
と
国
の
補
助
金
で

ま
か
な
わ
れ
ま
す
が
、
国
の
補
助

も
向
う
一
年
間
で
、
こ
れ
以
上
バ

ス
利
用
者
が
減
少
し
収
支
の
バ
ラ

⑳ン
ス
が
く
ず
れ
る
と
、
町
の
経
費

が
か
さ
み
結
果
は
、
現
在
の
過
疎

バ
ス
維
持
費
と
同
じ
こ
と
に
な
っ

て
き
ま
す
。

＊
み
ん
な
で

バ
ス
利
用
を

集
落
の
点
在
す
る
江
府
町
で
は

バ
ス
は
「
絶
対
に
必
要
な
」
生
活

の
足
で
あ
り
、
何
と
か
残
し
て
い

か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、
町
民
の
み
を

さ
ん
に
現
状
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

今
ま
で
以
上
に
バ
ス
を
利
用
し
て

い
た
だ
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

町
内
の
路
線
バ
ス
維
持
の
た
め
、

一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

補助のしくみ

第2種生活路線維持費補助の場合

（乗車密度5人～15人の路線）

①　経常費用の3の2以上の経常収益がある場合

②　経常費用の3分の2未満しか経常収益がか－場合

第3種生活路線運行費補助の場合

（乗車密度5人未満の路線）

市 町村 補助

1／ 2 ′

・∵㌧ ・・＝・・＿‾∴－∴ ：三
凋 庫 補 助 1／4 ■・

都 道府 県補 助 1／ 4

≧孝≧孝壬孝≡孝きき案髪孝冤字安宅芳窄在宅彰在室　　経

常

収

益

墓室萱萱彰 姦≡≠≡婆＃≠≡堺 髪姦彰姦彰姦彰

丁
経
常
費
用
⊥

1
2
日
働

1
3
日
㈹

1
4
日
㈲

1
5
日
㈲

1
6
日
㈹

1
7
日
㈱

1
8
日
㈲

2
1
日
㈲

22
日
㈲

2
4
日
㈱

2
5
日
㈹

2
6
日
⑩

2
7
日
出

29
日
㈲

3
0
日
㈹

西
部
町
村
長
会

支
援
事
業
打
合
会
、
下

蚊
屋
ダ
ム
関
係
打
合
会
、

西
部
福
祉
事
務
所
長
・

西
部
町
村
会
局
長
来
庁

下
村
矛
雄
氏
祝
賀
会

明
倫
・
俣
野
・
米
沢
小

学
校
運
動
会
、
町
民
運

動
会

江
尾
地
区
敬
老
会
、
武

庫
、
新
道
、
池
の
内
老

人
ク
ラ
ブ
敬
老
会

日
野
町
江
府
町
日
南
町

衛
生
施
設
組
合
議
会
臨

時
会
、
建
設
省
倉
吉
工

事
事
務
所
長
来
庁
、
下

安
井
行
政
座
談
会

江
尾
区
行
政
座
談
会

東
京
出
張

（
ま
ち
と
む
ら
の
交
流

推
進
委
員
会
）

甘
酒
茶
屋
運
営
委
員
会
、

農
協
和
牛
部
会

在
　
勤
、
町
内
弔
問

町
議
会
定
例
会

建
設
、
農
林
、
同
和
対

策
関
係
入
札

早
起
き
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

二
十
周
年
記
念
大
会

町
議
会
定
例
会

日
野
地
方
農
林
振
興
協

議
会
、
教
育
委
員
辞
令

交
付
、
耕
地
課
長
来
庁

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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より速い情報を

防災行政無線を設備

万一の災害時により速く確実な情報をつか

み、防災活動に役立てようと、このたび、役場と

消防車に防災行政無線が設置されました。

この無線は、町内全域に電子皮が届くように

をっており、役場（本部）と消防車が直接連

絡が取れるようになっています。

また、携帯用も設置され一般行政にも利用

でき、これからの消防着古動をはじめ、防災行

政業務に幅広く宮古用できるものと期待されま

す。

江

テ
ニ
ス
の
町
江
府
町
の
基
盤
を
支
え
る

早
起
テ
ニ
ス
開
講
二
十
周
年
記
念
大
会

交
流
試
合
で
さ
わ
や
か
な
汗

1

l
　
　
九
月
二
十
七
日
、
運
動
公
園
テ

▲功労者の表彰式

二
ス
コ
ー
ト
で
O
B
テ
ニ
ス
ク
ラ

ブ
（
古
川
勇
会
長
）
も
催
の
早
起
き

テ
ニ
ス
開
講
二
十
周
年
記
念
大
会

が
開
か
れ
、
九
十
人
が
参
加
し
て

さ
わ
や
か
を
汗
を
流
し
ま
し
た
。

山
間
地
の
江
府
町
は
、
場
所
、

施
設
を
選
ば
ず
、
少
人
数
で
気
軽

に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
大

正
時
代
か
ら
軟
式
テ
ニ
ス
が
盛
ん

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
早
起
き
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
は
、

伯
州
児
童
庭
球
大
会
で
育
ち
、
現

在
の
江
府
町
テ
ニ
ス
の
基
礎
を
築

い
た
中
高
年
層
が
昭
和
四
十
年
に

開
講
し
、
公
民
館
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

を
会
場
に
ス
タ
ー
ト
。
自
分
た
ち

で
土
を
運
び
、
コ
ー
ト
を
整
備
し

て
き
た
自
主
運
営
と
熱
心
な
ス
ポ

ー
ツ
熱
が
二
十
年
に
も
及
ぶ
活
動

を
支
え
て
き
た
も
の
で
、
西
部
地

区
で
は
、
米
子
漆
山
ク
ラ
ブ
に
つ

い
で
の
二
十
周
年
と
在
り
ま
し
た
。

伝
統
の
伯
州
児
童
庭
球
大
会
も

現
在
、
山
陰
少
年
庭
球
大
会
と
し

て
第
三
十
八
回
と
回
を
重
ね
、
参

●

Soumu
四角形

Soumu
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㌻∴∴十・●∴「千千

ヽミ∵．●＼‥●十品

加
校
五
十
校
二
〇
〇
チ
ー
ム
と
県

外
に
も
知
ら
れ
る
大
き
な
大
会
に

発
展
し
、
実
力
も
小
・
中
学
生
は

も
と
よ
り
、
高
校
生
、
町
出
身
者

の
活
躍
は
、
地
区
大
会
か
ら
全
国
レ

ベ
ル
を
誇
る
ま
で
と
な
り
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
O
B
テ
ニ
ス
ク
ラ

ブ
会
長
と
井
上
町
長
が
、
テ
ニ
ス

の
町
江
府
町
の
基
盤
づ
く
り
を
支

え
て
き
た
こ
の
二
十
年
の
地
道
な

活
動
を
た
た
え
て
あ
い
さ
つ
、
功

労
者
八
名
の
表
彰
に
続
い
て
、
四

コ
ー
ト
に
分
か
れ
て
交
流
試
合
を

行
い
、
会
員
同
志
の
親
睦
を
深
め

ま
し
た
。
な
お
、
表
彰
を
受
け
ら

れ
た
み
を
さ
ん
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

○
感
謝
状
（
江
府
町
長
）

生
田
恒
隆
史
米
子
市
）
、
江
府

町
O
B
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

○
感
謝
状
（
江
府
町
長
、
体
協
会

長
）

川
崎
仁
㌔
（
江
尾
）
、
加
藤
清
俊

冥
杉
至
、
古
川
幹
夫
㌔
（
宮

市
）

○
表
彰
状
（
江
府
町
長
、
体
協
会

長
）

上
原
裕
臣
㌔
（
江
尾
）
、
山
口
健

次
郎
㌔
（
江
尾
）
、
古
川
勇
㍉
（
江

尾
）
、
江
本
徹
㌔
　
（
江
尾
）

二
〇
年
の
思
い
出

江府町公民債

館長　伸嶋勝利軋

早
起
き
テ
ニ
ス
開
講
二
十
周
年
、

思
え
ば
懐
し
い
テ
ニ
ス
の
一
コ
マ

で
す
。小

学
校
五
年
か
ら
伯
州
児
童
庭

球
大
会
に
参
加
し
始
め
た
わ
た
し

は
、
戦
時
中
と
戦
後
遠
ざ
か
っ
て

い
た
が
・
役
場
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
新

設
の
頃
か
ら
再
び
や
り
始
め
、
星

休
憩
の
一
刻
汗
を
流
し
な
が
ら
楽

し
ん
だ
も
の
で
し
た
。

毎
日
少
し
つ
つ
の
練
習
、
と
い

う
よ
り
も
ゲ
ー
ム
の
繰
り
返
し
は

確
か
に
実
戦
に
は
役
立
ち
、
西
部

労
組
の
大
会
で
、
各
団
体
の
有
力

メ
ン
バ
ー
を
押
え
て
江
府
町
役
場

チ
ー
ム
が
団
体
優
勝
し
た
の
も
今

は
傾
し
い
思
い
出
の
一
ツ
に
を
っ

て
い
ま
す
。

さ
て
、
早
起
き
テ
ニ
ス
は
、
た
ま

た
ま
会
場
が
公
民
館
コ
ー
ト
で
始

め
ら
れ
た
の
で
、
宿
直
の
朝
は
早
朝

か
ら
、
夕
方
は
日
没
ま
で
公
民
館
コ

ー
ト
で
よ
く
練
習
し
た
も
の
で
す
。

現
在
も
四
町
役
場
職
員
の
大
会

や
、
郡
大
会
等
参
加
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
毎
日
や
っ
て
い
を
い

の
で
み
な
さ
ん
の
足
を
引
張
る
こ

と
が
多
い
よ
う
で
す
。

そ
れ
で
も
人
か
ら
「
し
わ
い
テ

ニ
ス
」
だ
と
言
わ
れ
れ
ば
い
い
気

に
を
り
自
己
満
足
を
し
、
時
折
り

自
己
流
テ
ニ
ス
を
楽
し
ん
で
い
る

こ
の
頃
で
す
。

テ
ニ
ス
は
年
老
い
て
も
い
つ
ま

で
も
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
り
、

テ
ニ
ス
愛
好
の
一
人
と
し
て
、
今

後
も
つ
づ
け
て
い
き
た
い
も
の
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

軋

tF′‾’■

OBテニスクラブ

会長　古川　勇

〆
．
ぎ
ー
（
．
、
1

顧
み
ま
す
と
昭
和
四
十
年
の
夏
、

公
民
館
コ
ー
ト
で
早
起
き
テ
ニ
ス

を
開
講
し
て
か
ら
二
十
年
の
歳
月

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

発
足
当
時
は
、
久
連
、
助
沢
あ

た
り
か
ら
土
砂
を
運
搬
し
て
コ
ー

ト
を
整
備
、
ま
た
公
共
施
設
の
建

設
等
の
た
め
、
会
場
を
江
尾
小
、

明
倫
小
、
米
沢
小
、
江
府
中
に
転

々
と
変
更
し
現
在
の
す
ぼ
ら
し
い

運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
定
着

す
る
ま
で
に
は
幾
多
の
変
遷
が
あ

り
ま
し
た
が
、
二
十
年
の
命
脈
を

を
保
つ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と

は
、
永
年
に
わ
た
る
多
く
の
皆
様

方
の
限
り
な
い
前
進
へ
の
努
力
に

よ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

昭
和
四
十
六
年
に
は
、
江
府
町

O
B
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
が
結
成
さ
れ
、

早
起
き
会
の
自
主
運
営
が
軌
道
に

乗
り
年
々
会
員
も
増
え
、
こ
の
二

十
年
間
に
江
府
町
は
、
名
実
と
も

に
す
ぼ
ら
し
い
発
展
を
と
げ
ま
し

た
。こ

れ
も
早
起
き
テ
ニ
ス
が
陰
に

陽
に
ス
ポ
ー
ツ
の
町
江
府
の
基
盤

を
支
え
て
き
た
と
自
負
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

こ
の
二
十
周
年
を
契
機
と
し
て

今
後
更
に
テ
ニ
ス
人
口
の
底
辺
拡

大
、
世
代
を
超
え
た
交
流
、
地
域

住
民
を
結
ぶ
相
互
の
親
睦
が
深
ま

り
、
江
府
町
の
テ
ニ
ス
の
一
層
の

発
展
を
祈
念
し
ま
す
。

稲作り

慈嘉を

こ
の
ほ
ど
町
で
は
、
農
家
の
暮

ら
し
の
中
か
ら
生
ま
れ
親
し
ま
れ

て
き
た
「
や
っ
こ
め
」
を
作
り
、

町
内
の
全
家
庭
、
小
中
学
校
に
配

布
し
ま
し
た
。

「
や
っ
こ
め
」
は
、
苗
代
の
種

も
み
の
残
り
、
田
ん
ぼ
の
水
口
・

早
刈
り
の
稲
な
ど
の
も
み
で
作
ら

れ
、
保
存
食
、
携
帯
用
と
し
て
、

ま
た
近
年
ま
で
は
、
農
家
の
お
や

つ
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
食
生
活
も
多
様
化
し
、

恵
ま
れ
た
時
代
に
あ
り
ま
す
が
、

反
面
、
美
味
軟
食
時
代
と
も
い
わ

れ
、
子
供
た
ち
の
阻
し
ゃ
く
力
（

物
を
か
む
力
）
が
著
し
く
減
退
す

る
な
ど
の
問
題
も
あ
り
、
昔
か
ら

の
自
然
食
が
見
直
さ
れ
て
き
て
い

ま
す
。こ

の
　
「
や
っ
こ
め
」
　
は
、
こ

の
よ
う
な
現
代
の
食
生
活
、
健
康

に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
い
、
ま
た
、

お
年
よ
り
に
は
、
懐
し
い
郷
土
の

味
を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
農
家
・

農
協
・
母
子
会
の
協
力
で
作
ら
れ

た
も
の
で
す
。

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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国
の
制
度
に
感
謝

報町

加入ではじまる　　　ダ
国民年金

十
一
月
は
年
金
制
度

推
進
月
間
で
す

篠田正志も

（小江尾　79歳）

ミ国民年金モ

江　　府第202号

今
や
人
生
八
十
年
、
我
が
国
は

高
齢
化
へ
の
道
を
歩
ん
で
い
ま
す
。

長
い
老
後
を
幸
せ
に
過
ご
す
た
め

に
、
年
金
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

四
月
か
ら
の
新
し
い
年
金
制
度

で
、
二
十
歳
か
ら
五
十
九
歳
の
人

は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
も
奥
さ
ん
も
す

べ
て
国
民
年
金
に
加
入
し
、
す
べ

て
の
人
が
国
民
年
金
か
ら
基
礎
年

金
を
受
け
る
し
く
み
に
な
り
ま
し

た
。基

礎
年
金
に
は
、
老
後
に
受
け

る
老
齢
基
礎
年
金
の
ほ
か
、
思
い

が
け
な
い
事
故
に
遭
っ
た
と
き
に

受
け
る
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基

礎
年
金
の
三
種
類
が
あ
り
ま
す
。

加
入
せ
ず
に
い
る
と
、
不
慮
の

事
故
の
場
合
や
老
後
を
ど
に
年
金

を
受
け
る
権
利
が
で
き
な
い
こ
と

に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

長
い
人
生
、
い
つ
な
に
が
起
こ

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
し
、
だ
れ
も

が
確
実
に
年
を
と
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
だ
、
加
入
し
て
い
な
い
人
は
、

す
ぐ
役
場
福
祉
係
で
加
入
手
続
き

を
行
っ
て
下
さ
い
。

昭
和
三
十
一
年
、

中
に
事
故
に
あ
い
、

し
ま
し
た
。

山
仕
事
の
最

右
足
を
切
断

老
齢
年
金
に
達
し
な
い
う
ち
に

障
害
年
金
が
も
ら
え
ま
し
た
。

最
初
は
六
万
円
く
ら
い
か
ら

は
じ
ま
っ
て
現
在
は
年
間
六
十
万

円
。昔

は
、
六
十
歳
に
な
り
役
に
た

た
な
く
在
る
と
〝
う
ば
捨
て
″
を

ど
と
い
っ
て
葬
む
ら
れ
た
と
聞
き

ま
す
。
年
も
と
り
家
で
ぶ
ら
ぶ
ら

し
て
い
ま
す
が
、
孫
や
ひ
孫
に
何

か
買
っ
て
や
っ
た
り
、
こ
の
年
に

な
っ
て
も
こ
ず
か
い
に
不
自
由
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ほ
ん
と

う
に
い
い
制
度
が
で
き
た
も
の
だ

と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

年
金
が
生
活
の
支
え
に久代仲江も

（新二46歳）

（孟鑓羞去㌫）

六
＼
項
隼

昭
和
四
十
八
年
か
ら
母
子
年
金

を
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

か
ら
年
金
制
度
の
改
正
で
遺
族
年

金
を
も
ら
う
よ
う
に
を
り
ま
し
た
。

四
十
八
年
五
月
、
突
然
、
夫
を
病

気
で
失
い
、
小
学
校
一
年
の
長
男

を
頭
に
子
供
三
人
と
、
は
じ
め
た

ば
か
り
の
店
の
機
械
の
借
金
を
か

か
え
、
ほ
ん
と
う
に
途
方
に
く
れ

ま
し
た
。

そ
ん
な
と
き
、
母
子
年
金
が
も

ら
え
、
そ
の
年
金
を
借
金
の
返
済

に
あ
て
、
頑
張
っ
て
釆
ま
し
た
。

現
在
、
長
男
は
勤
め
る
よ
う
に
な

り
、
あ
と
二
年
す
る
と
一
番
下
の
子

供
も
十
八
歳
に
な
り
老
齢
年
金
が

も
ら
え
る
ま
で
、
年
金
の
受
給
は
ス

ト
ッ
プ
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

年
金
が
生
活
の
支
え
で
し
た
の

で
、
商
売
を
続
け
る
の
も
大
変
で
す

が
、
町
内
に
は
唯
一
の
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
店
だ
か
ら
と
皆
さ
ん
に
励
ま

し
て
も
ら
っ
て
、
店
を
継
い
で
も

良
い
と
い
う
次
男
と
し
っ
か
り
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

白
寿
、
米
寿
の
み
な
さ
ん

に
記
念
品

郵
政
省
で
は
、
長
年
に
わ
た
る

簡
易
保
険
、
郵
便
年
金
事
業
へ
の

協
力
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
長

寿
を
祝
い
、
老
人
を
大
切
に
す
る

気
風
を
社
会
的
に
育
て
よ
う
と
、

毎
年
、
白
寿
（
9
9
歳
）
、
米
寿
（
8
8

歳
）
を
迎
え
ら
れ
た
方
々
に
記
念

品
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

江
府
町
で
も
九
月
十
五
日
の
「

敬
老
の
日
」
、
郵
便
局
を
通
じ
て
、

米
寿
七
人
の
み
な
さ
ん
に
郵
政
大

臣
の
お
祝
い
状
と
湯
呑
み
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

対
象
の
み
な
さ
ん
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

筒
井
理
三
郎
が

（
下
蚊
屋
）

川
上
ち
と
せ
㌦

（
御
　
机
）

小
椋
あ
さ
の
㌦

（
下
蚊
屋
）

⑳

Soumu
四角形

Soumu
四角形



ミ健陳であることミ　は、すべての人々の願い

です。国保は、事業の重要を柱のひとつである

保健施設活動を通して、みをさんの健康づくり

のお役に立つよう努力しています。

しかし、健康づくりは何というても個人の自

覚ととりくみが最も重要となります。

つまり、「自分の健康は、自分で守り、つく

る」という考えをもつことです。この考えにた

って積極的に健康づくりにとりくんでいる人が

ふえつつあることは非常によろこぼしいことで

す。みをさんがとりくんだ健康づくりについて

どんなことでもかまいませんからお知らせ下さい。

応募の要領は次のとおりです。

○応募の資格

国保関係者及び国保被保険者

○字　　数

400字詰原稿用紙5枚以上10枚以内（タテ書

き）

○明記事項

住所、氏名、年齢、性別、勤務先の名称、職

名、在職年数（被保険者の場合は加入保険者
及び職業）

○締　　切

昭和61年12月31日

○原稿送付先

〒100　東京都千代田区永田町1－11－35

国民健康保険中央会広報室懸賞体験文募集係
○そ　の他

未発表のものに限ります。

昭和61年10月31日発行

十
一
月
十
一
日
か
ら
十
七
日
ま

で
は
「
税
を
知
る
週
間
」
で
す
。

こ
の
週
間
は
、
昭
和
二
十
九
年

十
一
月
に
、
「
納
税
者
の
声
を
聞

く
月
間
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た

の
が
始
ま
り
で
、
「
税
を
知
る
週

間
」
と
な
っ
て
か
ら
は
十
三
年
目

と
な
り
ま
す
。

社
会
福
祉
や
教
育
な
ど
、
私
た

ち
の
生
活
に
お
い
て
も
、
い
ろ
い

ろ
な
面
で
か
か
わ
り
あ
っ
て
い
る

税
金
が
ど
ん
を
仕
組
み
に
を
っ
て

い
る
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
使

わ
れ
て
い
る
の
か
な
ど
、
皆
さ
ん

に
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た

め
の
週
間
で
す
。

こ
の
期
間
中
は
、
各
地
で
臨
時

の
税
務
相
談
所
や
児
童
・
生
徒
、

主
婦
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
ど
を
対

象
と
し
た
租
税
教
室
、
説
明
会
を

ど
が
開
か
れ
、
米
子
税
務
署
管
内

で
は
、
下
記
の
と
お
り
税
の
無
料

十
一
月
十
一
日
～
十
七
日

『税の無料相談と税金展』

≡　と　き　昭和61年11月13日㈱～11月15日出

午前10時～午後6時30分

≡　ところ 米子高島屋 1階

（株1東京法規出版発行 ミ健康空路クイズさ　より

第202号

税
を
知
る
　
週
間

相
談
と
税
金
展
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
み
ん
な
で
税
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

車
　
　
隆
代
が

（
貝
　
田
）

清
水
ひ
さ
よ
㌦

（
林
　
原
）

川
上
　
り
つ
が

（
美
　
用
）

奥
田
を
た
ね
㌦

（
柿
　
原
）

Soumu
四角形
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Soumu
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人の動き

吊

江　　府　　町　　報

□
お
誕
生
お
め
で
と
う

新
　
道
　
宇
田
川
敦
史

本
一
小
倉
　
龍
馬

半
の
上
　
瀬
島
　
周
治

柿本佐

原二川

森
谷
早
百
合

福
田
　
　
涼

寛
良
二
男

貞
道
長
男

明
正
長
男

佳
英
二
女

学
長
男

がとう

ございましコ

田
中
　
梨
沙
　
明
男
長
女

9月中寄託分

□
こ
結
婚
を
祝
し
ま
す

前
角
　
達
也

吉
岡
　
明
美

小
掘
　
行
雄

谷
口
さ
ゆ
り

田
中
　
孝
志

加
藤
美
恵
子

佐
　
川

米
子
市
か
ら

大
阪
市
西
区

久
連
か
ら

米
子
市

俣
野
か
ら

錮
桐
㌍
）
銅
踊
摘
摘
。
町

岡
田
　
正
純

永
山
み
ど
り

貝
田

宮
崎
県
都
城
市
か
ら

第202号

ロ
J
め
い
福
を
祈
り
ま
す

御
机
　
川
上
奥
書
　
9
0
歳
八
千
穂
宅

■
香
典
返
し
と
し
て

御
　
机
　
川
上
八
千
穂
殿

（
父
奥
書
様
ご
逝
去
）

□
内
祝
と
し
て

下
蚊
屋
　
小
椋
富
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

半
ノ
上
　
水
田
と
よ
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

新
一
川
端
忠
男
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

杉
　
谷
　
加
藤
敬
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

小
江
尾
　
手
島
一
夫
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
一
永
岡
仁
司
殿

（
二
女
祐
子
様
退
院
）

佐
　
川
　
三
浦
あ
さ
よ
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
　
五
　
原
　
忠
明
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

杉
　
谷
　
片
山
一
郎
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

宮
　
市
　
河
上
貞
也
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

久
　
連
　
徳
岡
秀
介
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
一
藤
田
松
男
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

下
蚊
屋
　
大
岩
童
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

佐
　
川
　
高
木
哲
也
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

以
上
、
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付

い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

保
健
婦
か
ら
ひ
と
こ
と

大
根
お
ろ
し
で

塩
抜
き
を

これからは脳卒中で倒れる人の多

い時季。毎日の食生～舌から塩分を減

らす工夫はいろいろされているとと

思いますが、塩鮭や塩鱈をど塩分の

ききすぎた魚にあたってしまった時

は困ります。捨ててしまうのは勿体

をいので、「塩ぬき」をして使うこと

になるのですが、その方法に茶がら

をひとつまみ入れた薄い塩水に漬け

る「呼び塩」があります。茶がらを

入れるのはタンニンが蛋白質を固め

て、うま味が逃げるのを防ぐからで

す。また大根おろしに漬けるのもひ

とつの方法で、これもうま味が逃げ

ず、上手に「塩ぬき」が出来ます。

塩分の摂りすぎには十分に注意して

下さい。

…‥善意銀行受払報告…一一

l
、
八
月
末
累
計
額

二
百
九
十
五
万
四
千
八
百
五
十
一
円

2
、
九
月
中
寄
付
額

二
十
二
万
円

内
　
　
訳

香
典
返
し
　
五
万
円

快
気
祝
　
　
十
七
万
円

3
、
支
出
額

需
要
費
　
七
千
円

4
、
九
月
末
累
計
額

三
百
十
六
万
七
千
八
百
五
十
一
円

★
日
…
高
血
圧
や
動
脈
硬
化
、
糖
尿
病
、

肝
醸
病
な
ど
全
身
病
や
脳
の
病
気
は
、
そ

の
症
状
が
目
に
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

脳
の
窓
と
か
健
康
の
窓
と
呼
ば
れ
ま
す
。

★
甲
状
軟
骨
…
エ
デ
ン
の
園
で
神
様
が
最

初
に
作
っ
た
人
間
ア
ダ
ム
が
、
サ
タ
ン
の

誘
惑
に
負
け
て
イ
ブ
の
す
す
め
る
禁
断
の

リ
ン
ゴ
を
食
べ
た
た
め
に
、
そ
れ
が
の
ど

に
つ
か
え
て
で
き
た
と
い
う
伝
統
か
ら
、

ア
ダ
ム
の
リ
ン
ゴ
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

★
肝
鼻
…
肝
鹿
は
各
種
栄
養
素
の
代
謝
や

解
毒
作
用
、
血
液
の
貯
蔵
な
ど
重
要
な
働

き
を
黙
々
と
ー
ー
な
し
、
肝
炎
な
ど
の
病
気

を
起
こ
し
て
も
症
状
が
あ
ら
わ
れ
に
く
い

こ
と
か
ら
、
沈
黙
の
臓
器
と
い
わ
れ
ま
す
。

★
胃
…
喜
び
や
不
満
、
怒
り
な
ど
デ
リ
ケ

ー
ト
な
感
情
は
胃
に
影
響
す
る
こ
と
が
多

い
こ
と
か
ら
、
胃
は
感
情
の
共
鳴
箱
と
か

心
を
映
す
鏡
な
ど
と
い
わ
れ
ま
す
。

★
手
・
＝
指
先
に
は
数
百
万
の
末
梢
神
経
が

集
ま
り
、
こ
れ
を
使
う
と
脳
の
働
き
が
活

発
に
な
り
、
老
化
予
防
に
も
役
立
つ
と
こ

ろ
か
ら
、
第
二
の
脳
と
い
わ
れ
ま
す
。

★
足
…
血
液
が
ス
ム
ー
ズ
に
か
ら
だ
を
循

環
す
る
に
は
、
心
臓
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

手
足
を
は
じ
め
と
し
た
全
身
の
活
発
な
運

動
が
必
要
で
す
。
足
は
そ
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
第
二
の
心
臓
と
い
わ
れ
ま
す
。

⑳

⑳

Soumu
四角形

Soumu
四角形


